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Recently, the research on the automated classification of the document is paid to attention because of an increase of the 

Web document. In the classification of the document, there is a technique that uses the field association word that associates a 

specific topic field. However, there is a problem that the classification of the document becomes difficult when the unknown 

word to which the field has not adhered exists. In this paper we proposes the technique for automatically presuming the field 

of the unknown word by collecting the document to the analysis by the Web retrieval that makes the unknown word that 

query and using the co-occurrence relation between the unknown word and the field association words 

1. はじめに 

現在，電子化された文書は増大の一途を辿っている．そのた

め，ユーザにとって不必要な情報が増え必要な情報の取得が

難しくなってきている．そこで，ユーザが必要とする情報を効率

的に取得するために，文書を話題ごとに自動分類する技術の

必要性が高まっている． 

人間は，文書全体を読まなくても代表的な単語を見るだけで，

政治やスポーツなどの分野を認知できる．このことから，文書断

片内の数少ない単語情報から分野を決定するために文書の話

題分野を連想する単語である分野連想語[1]の構築は重要な研

究課題となっている． 

しかし，分野が付いていない未知語が文書内に多数存在す

れば，文書を自動的に分類することが困難である．これは，文

書の自動分類には，単語の分野が必要であるからである．そこ

で，本稿では，文書分類の精度向上の前段階として，未知語に

対して自動的に分野を推定する手法を提案する． 

2. 分野連想語 

2.1 分野連想語 

分野連想語とは，特定の分野を連想することのできる単語を

いう．例えば，野球の分野連想語としては，「ホームラン」や「ピッ

チャー」がある．一方，「時間」や「場所」は，特定の分野を連想

できる単語ではないので，分野連想語として扱わない．以降，

＜野球＞のように分野名は＜＞内に表記する． 

2.2 分野連想語の構築手法 

分野連想語の構築手法に関しては，様々な研究がある．． 

辻らの研究[1]では，予め人手で分野分類した文書から抽出

した単語がどの分野に多く含まれているか，各分野に対する出

現比率によって決定している． 

佃らの研究[2]では，分野名を検索キーワードとして，各分野

の文書を収集する．収集した文書から単語を切り出し，単語ごと

の出現比率によって連想語候補を決定する．さらに，連想語候

補が正しいかどうかを，Web を用いて検証することで連想語を

構築している． 

これらの研究では，収集したコーパスにない単語には連想語

を取得できないという問題点がある．そこで，Hashimoto[3]らの

研究では，未知語に注目し，未知語を検索キーワードとすること

で文書を収集し，既存の辞書を用いて分野を決定している．し

かし，精度は 67.5%ほどと改善の余地がある．本稿では，未知

語に対して更なる精度向上を目指して分野を推定することを目

的とする． 

3. 提案手法  

本システムは，文書収集部，分野候補決定部，分野候補検

証部の 3 つにより構成される．システムの概要を図 1 に示す．シ

ステムの詳細について以降の節で述べる． 

3.1 文書収集部 

文書収集部では，分野連想語となる単語を抽出するために

必要となる文書を，Web 検索エンジン[4]を利用して収集する．

分野連想語の対象となる未知語を検索キーワードとして，文書

を収集する．ここでの文書とは，サマリといい，検索結果ページ 

において，タイトル以下にある文書の要約のことである．サマリを

用いる理由としては，Web ページ全体と比べて，広告など未知

語と関連しない文書が少ないためである．収集する文書数は

100 文書とする． 
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3.2 分野候補決定部 

分野候補決定部では，まず収集された文書 1 件ずつ分野連

想語辞書を用いて分野連想語を抽出する．分野連想語辞書と

は，分野数 1000，分野連想語 70 万語から成り立っている．次

に，抽出された分野連想語の頻度を分野毎に集計し，最も分野

連想語の頻度が多い分野を文書の分野として判定する．最後

に，収集した全ての文書の分野頻度を集計することにより分野

候補を決定する．経験的に上位 5 位までを分野候補とする． 

3.3 分野候補検証部 

分野候補決定部で獲得した分野候補に対し，共起を利用し

て未知語の分野として相応しいかどうかを検証する．ここで用い

る共起は Jaccard 係数を用いる．また，分野候補検証部をおこ

なうには，以下の条件に合致しない場合とする． 

条件：1 位の分野が 2 位の分野の 2 倍以上の頻度かつ 1 位 

の分野に含まれる分野連想語 3 種類以上ある場合，分

野候補検証は行わない．この時，1 位の分野を未知語の

分野とする． 

一般的に，文書中には話題に関する分野連想語が 1 語しか

含まれていないことは珍しく，複数の分野連想語が含まれてい

る可能性が高い．例えば，図 2 のように＜野球＞に関する文書

であれば，「完封」の他に「ヤンキース」，「中継ぎ」などの複数の

分野連想語が含まれている可能性が高い．また，分野候補決

定部で求めた分野の 1 位と 2 位の頻度を用いる点は，経験的

によるものである． 

以降，分野候補検証部の詳細について述べる． 

ある未知語 U における分野候補を if としたとき，分野候補の

集合 F を以下のように表す． 

}51|{ ≤≤= ifF i  

各分野 if に含まれる連想語を kw としたとき，連想語集合 W を

以下のように表す． 

}31|{ ≤≤= kwW k  

この時，未知語 U と分野 if との関連度は以下の式で表わす． 
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上記の式は，未知語 U と分野 if における関連度 Rel は，未知

語 U と分野 if に含まれる連想語 kw との Jaccard 係数の平均

値により求めていることを表す．N は，分野 if 内に含まれている

連想語数のことである．今回は時間を考慮した上で N=3 とする．

また，Jaccard 係数の詳細については，以下の式で表す． 
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ここで， )( kwUH ∩ は，未知語 U と連想語 kw の AND 検索，

)( kwUH ∪ は，未知語 U と連想語 kw の OR 検索の Hit 件数

である．上記の Jaccard 係数は， )( kwUH ∩ の値が大きいほど，

未知語 U と連想語 kw の関連は大きくなることを示す尺度であ

り，これは，分野 if 内に含まれる連想語 kw を用いていることか

ら，分野 if との関連が大きいともいえる．つまり，Jaccard 係数の

平均値を用いて計算した関連度 ),(Re ifUl の値が大きければ，

分野 if は未知語 U と関連のある分野であるといえる．
 

表表表表 1：実験結果：実験結果：実験結果：実験結果 

 正解数 不正解数 正解率(%) 

分野検証前 122 40 75.3 

分野検証後 135 2７ 83.5 

 

従って，関連度 ),(Re ifUl を降順に並べ替えて，1 位の分野

if を未知語 U の分野とする．
 

4. 実験 

提案手法の有効性を示すために実験を行った． 

4.1 実験設定 

実験データとして，未知語を 162 個用いる．評価方法として

は，提案手法により抽出された分野が未知語に対して適切であ

れば，正解とし，適切でなければ不正解とする．判定は人手に

より行う． 

4.2 実験結果 

表 1 に分野候補検証前と分野検証後の結果を示す．実験結

果から，分野候補検証後の方が分野候補検証前よりも正解率

が向上していることが確認できる．また，分野候補検証後では，

正解率が 80%以上と提案手法の有効性を示すことができた． 

4.3 考察 

分野候補検証部で関連度計算をおこなうことで不正解となる

場合があった．例えば，未知語「寛永寺」の場合，分野候補検

証前では，1 位が＜神社・仏閣＞，2 位が<交通>となっている．

分野候補検証後では，1 位が<交通>，2 位が<神社・仏閣>とな

っている．これは，「寛永寺」までの行き方についての<交通>に

関する文書が Web 上には多かったためと考えられる．ただ，分

野候補検証前では，<神社・仏閣>に対する分野連想語の種

類・頻度が<交通>に対する分野連想語よりも多かった．ただし，

分野候補検証の条件に，今回は 3 種類としていたが，状況に

応じて変更しなければならない．分野連想語の種類数・頻度を

相対的に考慮する条件を考案する必要がある． 

5. まとめと今後の課題まとめと今後の課題まとめと今後の課題まとめと今後の課題    

本稿では，文書分類の精度向上を最終目標とし，そのために

分野が付いていない未知語の分野を推定する手法を提案し，

提案手法の有効性を示すために実験を行った． 

今後の課題としては，未知語の分野推定精度を向上するた

めに，4.3 節の考察で述べた分野候補検証での条件に分野連

想語の種類と頻度を相対的に考慮した条件を考案する必要が

ある．そして，未知語に対して分野を推定し，動的に分野連想

語辞書を更新することで，文書分類の精度向上をおこなうことも

今後の課題である． 
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